
 

調 査 計 画 

 

１ 調査の名称（□特定一般統計調査 ■その他の一般統計調査） 

  幹線旅客流動実態調査（幹線鉄道旅客流動実態調査票） 

 

２ 調査の目的 

陸・海・空にわたる総合的な交通体系の整備を進める上で、様々な視点から幹線旅客流動の実態を明

らかにすること、特に今後の幹線鉄道に関する政策や施設整備の分析や検討に関しては、その需要予測

モデルや費用便益分析等を行う観点から、全国における特急列車等の幹線鉄道を利用した旅客流動を把

握する必要があることから、それらのための基本的な資料の作成を目的とする。 

 

３ 調査対象の範囲 

（１）地域的範囲（■全国 □その他） 

（２）属性的範囲（□個人 □世帯 □事業所 □企業・法人・団体 □地方公共団体 ■その他） 

幹線鉄道の特急列車等の利用客。 

 

４ 報告を求める個人又はその他の団体 

（１）報告者数 

平日・休日の合計は約300,000人（母集団の大きさ：平日約858,000人、休日約928,000人） 

詳細は別添１のとおり。 

（２）報告者の選定の方法（□全数 □無作為抽出（□全数階層あり） ■有意抽出） 

   発車時刻、車両の種類等から列車、車両を選定し、その車両の乗客に調査票を配布する。 

詳細は別添１及び別添２のとおり。 

 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 

（１）報告を求める事項 

・ 旅行目的 

・ 宿泊の有無 

・ 旅行行程（片道の出発地、乗降・乗り換え駅、到着地） 

・ 同行者数 

・ 利用券の種類 

・ 旅行者の属性（国籍、住所、性別、年齢、職業） 

〔集計しない事項の有無〕 □無 ■有 



      「宿泊の有無の全体日数」及び「本日の行程日」の事項は集計しない。「宿泊の有無の全体

日数」と「本日の行程日」は、報告者が本調査で回答すべき行程以外の行程も含めて回答を

していないか確認し、必要に応じて本来調査したい行程に係る情報を抽出するために使用す

る。 

（２）基準となる期日又は期間 

   令和７年10月の平日１日及び休日１日 

    

６ 報告を求めるために用いる方法 

（１）調査系統 

   国土交通省－民間事業者－報告者 

（２）調査方法 

□郵送調査 ■オンライン調査（□政府統計共同利用システム ■独自のシステム 

□電子メール） ■調査員調査 □その他（   ） 

〔調査方法の概要〕 

民間事業者の調査員が、旅客に対し車内で二次元コード付きの調査票を配布し、調査票を回収もし

くは独自のシステムから回収する。 

 

７ 報告を求める期間 

（１）調査の周期 

□１回限り □毎月 □四半期 □１年 □２年 □３年 ■５年 □不定期 □その他

（  ） 

（１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年：平成27年） 

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限 

   令和７年10月の平日１日及び休日１日を調査日とし、調査票の配布がなされた当日に提出させる。 

 

８ 集計事項 

別添３のとおり。 

 

９ 調査結果の公表の方法及び期日 

（１）公表・非公表の別（□全部公表 ■一部非公表 □全部非公表） 

   別添４の集計項目のうち、「列車別・都道府県間発着人員密度分布図」「列車別発着通過人員」

「列車別・駅間相互発着表」「列車別・駅間通過人員」「列車別・都道府県間相互発着表」「空

港別発着旅客者数」の結果については、鉄道事業者の経営に係る情報であり、結果が公表される

ことで、各路線の利用状況等を踏まえた鉄道事業者の経営状況の予測が可能となり、事業者の協



力が得られなくなることが懸念されることから、これを防ぐため、非公表とする。 

（２）公表の方法（■e-Stat □インターネット（e-Stat以外） □印刷物 □閲覧） 

ただし、速報は国土交通省ホームページのみとする。 

（３）公表の期日 

   速報：令和８年９月まで。 

確報：令和８年度末まで。 

 

10 使用する統計基準 

■使用する→□日本標準産業分類 ■日本標準職業分類 □その他（     ） 

集計結果を職業別に分類する際に日本標準職業分類を使用する。 

 

11 調査票情報の保存期間及び保存責任者 

（１）保存期間 

a)記入済み調査票：５年 

b)調査票の内容を記録した磁気的記録媒体：永年 

c)業務の一環として調査票情報を転記することにより作成する書類：なし 

（２）保存責任者 

   国土交通省大臣官房参事官（新幹線建設） 



別添１ 

○鉄道調査対象数量の設定 

 

本調査は都道府県間の流動量の平均的な信頼性として、信頼水準 95％、相対誤差 20％を

確保することを目標値として設定している。前回調査（H27 年度調査）の結果から、目標値

を達成するための目標獲得サンプル数を下記の式により設定した。 

 

nc＝ n/ε’  ここで n=N’/((CV/CV’)2×(N’-n’)＋n’)×n’ 

     nc：目標獲得サンプル数 n：目標有効サンプル数 ε’：有効率（有効サンプル数）/（回収サンプル数）  

N’：一日流動量 CV：達成精度 CV’：目標精度 n’：有効サンプル数  

 

H27 年度調査実績の一日流動量 Ｎ’ を母集団として、今回の目標獲得サンプル数を設定

する。 

母集団 平日：８５８千人 休日：９２８千人 

 

 

 

よって、今回調査の目標獲得サンプル数は平日 約８．４万人（万票）、休日約８．７万

人（万票）、合計約１７．１万人（万票）となる。 

 

H27 年度調査においては、予備票を含めて想定した２８．４万票に対して回収した有効

票数が１６．１万票であり、有効票の回収率は５７％であった。 

 

今回調査においても同等の回収率を想定し、約３０．０万票を調査対象数量として設定する。 

 

配布数＝必要サンプル数／H27 年度調査の回収率 

＝17.1 万票／0.57 ≒３０．０万票 

変数 概要 平日（１日） 休日（１日）

nc 目標獲得サンプル数 84,000 87,000
n 目標有効サンプル数 81,550 82,961

0.97 0.95

（H27年度調査実績） （H27年度調査実績）

858,000 928,000

（H27年度調査実績） （H27年度調査実績）

CV 目標精度 0.20 0.20

0.21 0.20

（H27年度調査実績） （H27年度調査実績）

75,281 85,273

（H27年度調査実績） （H27年度調査実績）

ε’ 有効率（有効サンプル数）/（回収サンプル数）

N’ 一日流動量

CV’ 前回の達成精度

n’ 有効サンプル数

 



 

○調査対象列車、車両の選定基準について 

 

（１）調査対象列車選定基準 

 １）特急列車及び新幹線鉄道の列車の選定基準 

原則として夜行列車を除くすべての JR 特急列車及び新幹線鉄道の列車を対象とす

るが、中長距離旅客を中心とした旅客流動の大層を掴む観点から、下記のような特急は

除く。 

① 運行区間が同一県内に限られる列車系統 

② 通勤対応列車 

③ 季節運行列車、不定期運行列車 

④ 寝台列車、夜行列車 

 

 ２）急行列車等の選定基準 

急行列車、快速列車等の特急列車以外の速達型の列車（以下、急行列車等）について

は、特急列車並の役割を担っている可能性がある下記特徴を満たす列車グループを選

定した。 

① 運行本数が比較的多く（１日５往復以上）運行区間が県外にわたる列車グループ 

   ただし、５往復未満においても整備新幹線の基本計画路線に位置付けられている区

間を走行する列車は対象とする。 

② 通勤対応ではない列車グループ 

③ 夜行ではない列車グループ 

④ 愛称名のある列車グループ 

 

 ３）私鉄特急列車の選定基準 

中長距離旅客を中心とした旅客流動を把握するという本調査の目的及び限られた予

算の中で必要な精度を確保する必要があるという状況を鑑み、都市圏内輸送を中心と

する私鉄は原則として調査対象としない。 

   ただし、県間を跨ぐ長距離旅客が比較的多く利用すると思われ、JR との比較をする

観点から注目すべき列車を調査対象として追加する。 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）調査対象列車数の設定 

調査対象列車における調査本数は、対象列車の運行本数に対して下表のとおりとす

る。 

 

列車本数 標準抽出本数 列車本数 標準抽出本数 

２ ０ ２２ １２ 

４ ０ ２４ １２ 

６ ４ ２６ １４ 

８ ６ ２８ １４ 

１０ ８ ３０ １４ 

１２ １０ ３２ １４ 

１４ １０ ３４ １４ 

１６ １０ ３６ １６ 

１８ １２ ３８ １６ 

２０ １２ ４０※ １６ 

※４０本以上については抽出率４０％以下～２０％以上とする 

 

なお、対象列車の運行本数については、同一名称の列車毎または列車グループ（運行

区間がほぼ同様の列車）毎の運行本数に対して算出している。また、同一名称でも運行

区間のパターンが多い新幹線の「のぞみ」「ひかり」「こだま」については、運行区間別

に細分化して運行本数を設定する。 

上記により選定した調査対象列車は別添３のとおり。 



 

（３）調査対象車両選定基準 

 

 １）サンプリング方針 

調査対象とする車両の抽出は、下記３点を考慮してサンプリングする。 

・行先系統（始発駅及び終着駅） 

・停車パターン 

・運行時間帯 

 

調査車両の抽出は、１６両編成車（東海道・山陽新幹線）は３両、その他は２両編成

を基準にグリーン車・指定席車・自由席車の車両編成構成比を考慮し、全体の車両数に

おけるグリーン車・指定席車・自由席車の車両編成構成比と、調査対象として抽出した

車両におけるグリーン車・指定席車・自由席車の車両編成構成比が比較的近くなるよう

に選定車両数を調整する。 

 

 ２）サンプリングの例外 

調査票回収枚数を一定量確保する必要があるため、実際に調査票を配布する時点に

おいて一両当たりの乗客数を確認し、下表の数値より低い車両を避ける。その際は、同

じ列車における同種類の車両から下表の数値以上の車両を選ぶものとする。値を満た

すものがない場合は同種類の車両から乗客数が最大の車両を選定する。 

 

列車区分＼種類 グリーン車 指定席車 自由席車 

新幹線 １０ ３０ ４０ 

在来線 １０ １０ ３０ 

表．閑散列車の基準 

 

また、本調査は標本抽出であるため、団体客が利用している車両を抽出した場合に拡

大推計結果に偏りが生じる恐れがある。この偏りを避けるため団体客が利用している

車両については調査対象から除くこととする。 

 

 ３）想定サンプル数 

H27 年度調査の結果を勘案し、新幹線１車両あたり４４人、在来線１車両あたり２

４人、合計１７．１万人からの報告を想定する。H27 年度調査においては無効票が約

０．１％含まれていたことから、本調査においても同程度の有効票率とした場合、概ね

１７．１万票が確保されることが期待される。 

 



別添２

自 至 運行本数 調査列車 調査車両 運行本数 調査列車 調査車両
北海道旅客鉄道はやぶさ 新青森 新函館北斗 19 12 36 - - -
東日本旅客鉄道はやぶさ 東京 盛岡 14 10 30 7 6 12

はやぶさ 東京 新青森 14 10 30 45 14 28
やまびこ(1) 東京 盛岡 22 12 36 21 12 24
やまびこ(2) 東京 仙台 52 20 60 61 20 40
なすの 東京 那須塩原 30 14 42 28 14 28
つばさ 東京 山形 32 14 42 32 14 28
こまち 東京 秋田 25 14 42 30 14 28
とき 東京 新潟 48 16 48 52 18 36
たにがわ 東京 越後湯沢 16 12 36 20 12 24
かがやき 東京 敦賀 15 10 30 20 12 24
はくたか 東京 金沢 28 14 42 30 14 28
あさま 東京 長野 33 14 42 32 14 28

西日本旅客鉄道つるぎ 富山 敦賀 37 16 48 36 16 32
のぞみ(1) 東京 名古屋 114 24 72 139 30 90
のぞみ(2) 名古屋 新大阪 118 24 72 143 32 96
のぞみ(3) 新大阪 岡山 98 24 72 102 24 72
のぞみ(4) 岡山 博多 66 20 60 95 22 66
ひかり(1) 東京 名古屋 60 18 54 62 20 60
ひかり(2) 名古屋 新大阪 57 18 54 61 20 60

西日本旅客鉄道ひかり(3) 新大阪 岡山 24 12 36 30 14 42
ひかり(4) 岡山 博多 3 3 9 9 8 24
こだま(1) 東京 名古屋 57 18 54 76 20 60
こだま(2) 名古屋 新大阪 32 14 42 32 14 42

西日本旅客鉄道 こだま(3) 新大阪 岡山 27 14 42 28 14 28
こだま(4) 岡山 博多 34 14 42 63 20 40
さくら(1) 新大阪 岡山 35 14 42 34 14 28
さくら(2) 岡山 博多 34 14 42 37 16 32

九州旅客鉄道 さくら(3) 博多 鹿児島中央 41 16 48 53 18 36
みずほ(1) 新大阪 岡山 6 4 12 12 10 20
みずほ(2) 岡山 博多 6 4 12 12 10 20
みずほ(3) 博多 鹿児島中央 5 4 12 12 10 20
つばめ 博多 熊本 41 16 48 60 18 36
かもめ 武雄温泉 長崎 45 14 42 - - -

1,269 465 1,395 1,474 514 1,232

自 至 運行本数 調査列車 調査車両 運行本数 調査列車 調査車両
オホーツク 札幌 上川 4 4 8 8 6 12
カムイ・ライラック 札幌 旭川 46 16 32 46 16 32
おおぞら 札幌 釧路 12 10 20 12 10 20
とかち 札幌 帯広 10 8 16 10 8 16
宗谷 札幌 名寄 2 3 6 6 4 8
サロベツ 旭川 名寄 4 1 2 - -
北斗 札幌 函館 22 12 36 18 12 24
スーパーつがる・つがる 秋田 青森 6 2 4 10 8 16
いなほ 新潟 酒田 14 10 20 14 10 20
しらゆき 新潟 上越妙高 8 8 16 10 8 16
ひたち 上野 いわき 30 14 28 30 14 28
ときわ 上野 水戸 36 16 32 43 16 32
あずさ 新宿 松本 31 18 36 36 16 32
かいじ 新宿 甲府 28 14 28 24 12 24
成田エクスプレス 東京 成田空港 54 18 36 54 18 36
しおさい 東京 成東 14 6 12 12 10 20
わかしお 東京 大網 21 10 20 22 12 24
サフィール踊り子・踊り子 東京 熱海 8 8 16 10 8 16

今回（計画値）案 前回（計画値）

北海道旅客鉄道

東日本旅客鉄道

西日本旅客鉄道

西日本旅客鉄道

九州旅客鉄道

新幹線計

鉄道事業者名 列車呼称
調査区間

東海旅客鉄道

西日本旅客鉄道

東海旅客鉄道

東海旅客鉄道

幹線鉄道旅客流動実態調査　調査対象列車　一覧表

鉄道事業者名 列車呼称
調査区間 今回（計画値）案 前回（計画値）



ふじかわ 静岡 甲府 14 10 20 14 10 20
しなの 名古屋 長野 26 14 28 26 14 28
ひだ 名古屋 高山 22 12 24 20 12 24
南紀 名古屋 新宮 8 14 28 8 6 12
みえ（快速列車） 名古屋 鳥羽 26 14 28 26 14 28
くろしお 新大阪 白浜 30 14 28 33 14 28
はるか 京都 関西空港 60 16 32 48 16 32
しらさぎ 米原 金沢 30 14 42 32 14 28
サンダーバード 大阪 敦賀 50 16 48 46 16 32
こうのとり 新大阪 福知山 22 14 28 28 14 28
きのさき 京都 福知山 17 13 26 20 12 24
はしだて 京都 福知山 10 7 14 10 8 16
まいづる 京都 綾部 15 10 20 15 10 20
はまかぜ 大阪 和田山 6 4 8 6 4 8
スーパーはくと 京都 倉吉 14 10 20 14 10 20
スーパーいなば 岡山 鳥取 12 10 20 12 10 20
やくも 岡山 米子 30 14 28 30 14 28
スーパーまつかぜ 鳥取 益田 14 6 12 14 10 20
スーパーおき 米子 益田 6 4 8 6 4 8
マリンライナー（快速列車） 岡山 高松 73 20 40 75 20 40
しおかぜ 岡山 松山 30 18 36 30 14 28
いしづち 高松 松山 35 16 32 34 14 28
南風 岡山 高知 28 18 36 28 14 28
しまんと 高松 高知 8 4 8 10 8 16
うずしお 高松 徳島 33 14 28 33 14 28
剣山 徳島 阿波池田 11 4 8 14 10 20
リレーかもめ 博多 武雄温泉 35 12 36 58 18 36
みどり 博多 佐世保 29 10 30 32 14 28
ハウステンボス 博多 ハウステンボス 10 6 12 8 6 12
にちりん・にちりんシーガイヤ 大分 宮崎 18 10 20 26 14 28
ソニック 博多 大分 64 18 36 64 18 36
ゆふ・ゆふいんの森 博多 湯布院 12 10 20 12 10 20
九州横断特急 熊本 大分 4 4 8 8 6 12
きりしま 宮崎 鹿児島中央 20 11 22 24 12 24
リバティ会津・きぬ・けごん 北千住 栃木 58 14 28 34 14 28
日光・きぬがわ・スペーシアきぬがわ 新宿(JR) 栃木 - 8 6 12
名阪特急 近鉄名古屋 大阪上本町 71 18 36 63 18 36
名伊特急 近鉄名古屋 鳥羽 45 16 32 46 16 32

京成電鉄 スカイライナー 京成上野 成田空港 83 18 36 56 18 36
南海電気鉄道 ラピート 難波 関西空港 65 18 32 62 18 36

1,494 653 1,366 1,518 694 1,388

2,763 1,118 2,761 2,992 1,208 2,620

在来線計

総合計

東海旅客鉄道

西日本旅客鉄道

四国旅客鉄道

九州旅客鉄道

東武鉄道

近畿日本鉄道



別添３ 

 

○集計事項 

 平日１日及び休日１日の調査結果を拡大処理し、以下の値を得る。 

・ 当日拡大値（１日交通量に合うよう拡大した値） 

・ 平休年拡大値（当日拡大値を、年間の平日日数及び休日日数を考慮して年間交通量に

合うよう拡大した値） 

 

（１）流動に関する集計 

・ 片道・往復別都道府県間相互発着表（速報版においても集計を行う。） 

➢ 当日拡大値・平日 

➢ 当日拡大値・休日 

➢ 平休年拡大値 

・ 片道・往復別都道府県・３大都市圏間相互発着表 

➢ 当日拡大値・平日 

➢ 当日拡大値・休日 

➢ 平休年拡大値 

・ 片道・往復別都道府県間相互発着比較表 

➢ 当日拡大値・休日／平日  

➢ 平日拡大値・今回結果／前回結果 

➢ 休日拡大値・今回結果／前回結果 

・ 片道・往復別都道府県・３大都市圏間相互発着比較表 

➢ 当日拡大値・休日／平日  

➢ 平日拡大値・今回結果／前回結果 

➢ 休日拡大値・今回結果／前回結果 

・ 都道府県間発着人員密度分布図 

➢ 平休年拡大値 

・ 列車別・都道府県間発着人員密度分布図 

➢ 平休年拡大値 

・ 列車別発着通過人員 

➢ 平休年拡大値 

・ 列車別・駅間相互発着表 

➢ 平休年拡大値 

・ 列車別・駅間通過人員 

➢ 平休年拡大値 

・ 列車別・都道府県間相互発着表 

➢ 平休年拡大値 

 

 



 

 

 

（２）個人属性、旅行目的等に関する集計（平日・休日別に作成） 

・ 単純集計 ①居住地（国） ②性別 ③年齢 ④職業 ⑤旅行行程 

・ 旅行目的比率 ①日帰り・宿泊別 ②列車別 

・ 日帰り・宿泊比率 ①列車別 ②旅行目的別 ③旅行人数別 

・ アクセス交通機関比率 ①列車別 ②出発地別 

・ イグレス交通機関比率 ①列車別 ②到着地別 

・ 男女別比率 ①日帰り・宿泊別 ②列車別 

・ 年齢別比率 ①日帰り・宿泊別 ②列車別 

・ 職業別比率 ①日帰り・宿泊別 ②列車別 

・ 使用券種比率 ①日帰り・宿泊別 ②列車別 ③旅行目的別 

・ 空港別発着旅客者数 

 



復元方法 
 

報告者から回答された調査票は民間事業者がとりまとめます。民間事業者は回答された

調査票内容の検査を行ったのち、平日１日及び休日１日の調査結果を拡大処理し、当日拡

大値や平休年拡大値を算出します。 

当日拡大値 平日１日、休日１日の２日間調査を行っており、各調査日の交通量

に合うように拡大した値 

平休年拡大値 当日拡大値を年間の平日日数及び休日日数を考慮して年間交通量に

合うように拡大した値 

 

〇 拡大値の算出方法について 
 
１）サンプルの当日拡大 

得られたサンプルを当日の交通量に合わせるため、列車グループごとに平日・休日別、

上り・下り別に「当日拡大値」を算出 
 

２）当日拡大サンプルの乗継補正 

上記で拡大したサンプルのうち、乗継駅で乗り継ぐ降車客数と乗車客数を合わせるた

め、降車客数を補正する「乗込み補正係数」と、乗車客数を補正する「乗出し補正係数」

を算出・補正 
 

３）乗継客数補正サンプルの再拡大 

上記補正による当日拡大値と当日交通量に乖離が生じるため「当日拡大値」を再算出 
 
４）発着逆転トリップの生成 

発着を逆転したトリップを生成し、「当日拡大値」を１／２に減じ、平日１日平均流

動、休日１日平均流動を算出 
 
５）「１日平均流動」の算出 

平日１日平均流動、休日１日平均流動を年間の平日・休日日数を重みとする加重平

均値として「１日平均流動」を算出 
 

１日平均流動＝
平日１日平均流動×平日日数＋休日１日平均流動×休日日数

年間日数
 

 
６）年間拡大 

年間交通量と「１日平均流動」との比により「平休年拡大値」を算出 
 
７）特急利用回数による補正 

特急列車を乗り継いでいる場合、旅客流動の重複計上を回避するため、特急利用回

数で除した「当日拡大値（特急利用回数調整あり）」「平休年拡大値（特急利用回数

調整あり）」を算出 


